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２６ 田畑輪換による飼料作物の安定生産と輪作体系
の確立

課題名
(2)緩効性肥料利用による青刈りトウモロコシの省力安

試験研

究年次

Ｉ目的

定栽培技術

６３～２年（完了）

分類 ①

飼料作物に対する緩効性肥料の施用効果を明らかにし、輪換畑における飼
料作物の省力安I定生産技術の確立を図る。

Ⅱ試験方法

１供試品種トウモロコシ品種：Ｐ３３５８

２播種期６３年６月17日１年６月21日２年６月12日
３播種法及び栽植密度７５×20ｃｍ２粒点播１本立6,667本/10ａ
４試験圃場福岡農総試内人工水田砂壌土
５供試肥料対照肥料として化成肥料を、緩効性肥料として被覆尿素肥

料を用いた。

(kg/10a）
６試験区の構成

施肥基肥中間追肥
力1,エ圃戸△凸ＡＩＤｎＩノｎＭＤｎ〃、

対照肥料８１０８７０７５～8葉期
LP4０１５１０１５－

７１区面積２０，２ＬＰ7０１５１０１５一

反復数２区制LP4 0 減 肥 １ ２ １ ０ １ ５ 一

LP70減肥１２１０１５－

Ⅲ主要成果の概要

輪換畑における６月播種トウモロコシへの緩効性肥料の施用は追肥作業の

省力効果と施肥効率が高く、収量としては、特に雌穂収量が向上する。

１緩効性肥料は成分が徐々に溶出するため、種子と同条に全量施用しても
発芽障害は見られない。

２緩効性肥料は一定の割合で窒素の溶出が得られるため梅雨期の肥料流亡
が回避され肥効が高くなる｡、

３緩効性肥料は全量基肥施用ができるため、トウモロコシの中間追肥（５
～８葉期）の省略が可能で、:管理作業の省力化が図れる°

４緩効性肥料は窒素利用率が向上するために、窒素を２０％減肥しても対
照肥料より多収であり、施肥量の節減が可能である。

５対照肥料に比べて８％程度の増収が可能である。その増収効果は雌穂収
量に対しての効果が大である。

６トウモロコシに対してはＬＰ４０より溶出期間の長いＬＰ７０の方が雌
穂収量が向上するため適している心
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Ⅳ主要成果の具体的データ
第１表‘青刈トウモロコシの平均収量と窒素の利用(63～1年）(単位kg/10a）

項目乾物収量ＴＤＮ窒素吸収量＊窒素
処理全体雌穂収量茎葉雌穂全体利用率

対照肥料１３４０６１６９４５

LP4０１４０４６７８９９９

LP7０１４３２７１１l024

LP40減肥１３９４６５８９８８

LP70減肥１３５０６４０９５７

注）＊窒素利用率は１年のみの数値
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Ｉ第１図緩効性肥料の窒素溶出率の推移（63年）
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
１この技術の導入により６月播種のトウモロコシの生育収量は安定し、簡
易作溝栽培法と組み合わせることにより一層の省力化が可能となる。

２腐植が少ない輪換畑での施用効果が期待できるが、価格がやや高いので
地力増強のためきゅう肥還元に努める。

３緩効性肥料は露出状態では溶出が不良になるので、必ず覆土する。
４施肥法は側条施肥より同条施肥とする。

Ⅵ今後の研究上の問題点
暖地型牧草に対する施用効果

Ⅶ資料名２年度福岡県農業総合試験場畜産研究所試験成績書


